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定期集会のご案内 
～毎週聖書の福音をお伝えしています～ 

 

福音伝道集会 
富山県民会館 
毎月 第１日曜日 午後 ２：３０～３：３０ 

 

キリスト集会所 
毎週 日曜日 午後 ２：００～３：００ 

※第 1 日曜以外 
水曜日 午後 ７：３０～８：３０ 

 

こども会（未就学～小学４年生） 

学生会 （小学５年生～大学生） 

キリスト集会所 
毎週 日曜日 午後 １：００～１：３０ 

 

 

 集会は一切無料・出入り自由です。 
 

 

 

聖書の言葉に耳を傾けてください 

                           

 特別伝道集会 
■１日目 

１０月１２日（土） 
場所：富山県民会館 ６階（６１３号室） 

時間：午後 ２時～３時 
 

場所：キリスト集会所 

時間：夜 ７時半～8時半 
 

■２日目 

１０月１３日（日） 
場所：富山県民会館 ６階（６１３号室） 

時間：午後 ２時～３時 
 

■ 語り 遠藤 弘 氏（新潟県在住） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

富山県民会館 案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒930-0006 富山市 新総曲輪
そ う が わ

 4 番 18 号 

☎ 076-432-3111 

 

富山駅（南口）から徒歩１０分 

または、地鉄バス主要路線 市役所前下車すぐ 

 

 

キリスト集会所 案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆当集会ではご希望の方に（新約）聖書と聖書に関する印刷物を無

料でお送りしております。 

郵便番号、住所、氏名を明記の上、郵送、ＦＡＸ又は電子メール

にてお送りください。 

 

 

富山キリスト集会 
〒930-0992 富山市新庄町 119-1 

TEL/FAX 076-492-2529（キリスト集会所） 
076-483-2535（石崎）／076-462-9179（長谷） 

e-mail shepherd@aaa.email.ne.jp 

「聖書の福音」ホームページ 

http://www.ne.jp/asahi/bible/gospel/ 

 

＜ 主 催 ＞ 
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聖書が語るイエス・キリスト 
  

あるとき、イエス・キリストが人々に対して「あなたがたは、聖書の中に永遠のい

のちがあると思うので、聖書を調べています。その聖書が、わたしについて証言して

いるのです。」と言われました。昔から多くの人が永遠のいのちを探し求めてきました。

ある人は聖書の中にその永遠のいのちを得る方法が記されているのではないかと思い、

熱心に聖書を調べました。そして

その聖書はイエス・キリストこそ

が永遠のいのちを与える救い主で

あると語っています。 

 

これまでの人類の歴史において、

始皇帝、ナポレオン、徳川家康、

エジソンなど、偉大な人物はたく

さんいました。しかし、誰もあな

たに永遠のいのちを与えることは

できません。ただお一人、罪のな

いお方であり、あなたの身代わり

となって十字架の上で死んでくだ

さり、そしてよみがえられたイエ

ス・キリストのみが、まことの救

い主であり、あなたに永遠のいの

ちを与えることができるお方なのです。聖書はそのことを厳粛に語っています。 

 

またある時、イエス・キリストは、聖書全体の中でご自分について書いてある事柄を

解き明かされました。聖書の最初の巻である創世記から最後の巻である黙示録まで、聖

書の様々な個所で、直接的あるいは間接的にイエス・キリストのことが記されてありま

す。つまり、聖書全体がイエス・キリストのことを語っているのです。 

 

特に、旧約聖書のイザヤ書という巻は、イエス・キリストの十字架の死を、その出来

事の７００年以上も前に預言していました。イエス・キリストが十字架に架かられるこ

と、しかもそれは自分の罪の結果としてではなく、罪人である私たち人間の、またあな

たの身代わりのためであったことが記されてあるのです。 

 

どうぞ、聖書をお読みになって、聖書が語るまことの救い主、イエス・キリストにつ

いて更にお知りになられますように、お勧めいたします。 

 

 

依存 

  

有名な人が違法薬物で逮捕されるニュースが後を絶ちません。それだけでなく、様々

な依存症が社会問題となっています。アルコール依存症やギャンブル依存症、最近では

ゲーム依存症に注意するように WHO が公表し話題となりました。また、いわゆる歩

きスマホをはじめ、ながらスマホをしている方々を見る時に、スマホ依存症になってい

る方も多いのではないかと感じます。スマホ依存症に関する新聞の記事には「道具の奴

隷にならないように」と締めくくられていました。 

 

さて、「罪を行っている者はみな、罪の奴隷です。」と聖書に書かれてあります。 

人は望むと望まざるとに関わらず、罪を犯し続けて生きている者です。そのような人間

の姿を、聖書は「罪の奴隷であ

る」と教えています。それは言

い換えると、罪に依存している

と言うこともできるのではな

いでしょうか。聖書の示す罪と

いうのは、強盗や殺人のような

私たちが想像しやすい人間関

係における罪ではなく、神様に

対する罪です。聖書には、この

世界を造り私たち人間を今日

も生かしておられる、まことの

神様が存在することを告げて

います。そしてその神様を神様

として認めず、背を向けて生きる事を罪として示しています。この罪の中で、私たち人

間はもがき苦しんでいるのです。 

 

それでは、この罪の問題の根本的な解決はどこにあるでしょうか。「あなたがたは真

理を知り、真理はあなたがたを自由にします。」と聖書に記されています。ここに記さ

れている真理とは、具体的にはイエス・キリストの事であり、イエス・キリストが私た

ちを罪の呪縛、罪への依存から解放して下さる事を説明しています。 

 

ぜひ真理の書物である聖書をお読みになり、本当の自由をご自分のものとする方にな

られますようにお勧め致します。また、当集会では聖書について分かりやすく説明して

おりますので、集会にお越しになって聖書の言葉に耳を傾けられますように、お勧めい

たします。 


